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く

だ

さ

も、
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早く大きくなるぞ……... 、一光と緑の圏にて O 

歳
歴史的には、共同募金よりずっ を主体として起きてきました。

とふるいものです。むかしは、 現在のように共同募金の一環 末
貧しい家庭では正月を迎えるの としてこれが行なわれる仕組み た
に餅も買えず、子どもたちのこ に改められましたのが、昭和三

すこえた手を暖める炭も買えない 十四年のことです。 運 ? ， 
という悲しい現実がありまし 以後、募金を実施してそれを

動 {オ
た。そういう時代に、このよう 配分するのは共同募金会の責

あなたすけあいの募金が発生した 任、.配分金を個々の対象者に贈 の
のです。 るのは社会福祉協議会の責任で

あ い
この募金は、戦時中には中断 というチームワークにより社会

されましたが、戦後ふたたびこ 福祉事業法の共同募金に関する ゆ
の流れをくむ歳末たすけあい運 二 規定にしたがって、この運動が

み動が、市町村社会福祉協議会等 すすめられています。
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(2) りおおむ市政だより

衆議院

総選挙の

投票日です

12月27日は

ヤ'

圃圃，

‘ 圃 圃

の
.圃-
吉
原

あ

す

の

す

光

政

2・h，ロ

さ

十
二
月
二
日
に
解
散
さ
れ
た
衆
議
院
の
総
選
挙
が
十
二
月
二
十
七

日
f

土
)
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
今
回
の
選
挙
は
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
次
の
よ
う
な

人
が
投
票
で
き
ま
す
。

①
九
月
十
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

②
十
二
月
六
日
現
在
で
大
村
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
三
ヶ
月
以
上
記

録
さ
れ
て
お
り
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
に
満
二
十
才
に
な
る
人
。

(
最
近
、
転
入
し
て
き
て
、
ま
だ
他
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
は
不
在
者
投
票
を
活
用
し
、
貴
重
な
一
票
を
行
使
し

ま
し
ょ
う
)

身 F当
rお

美しい菊の香りを!

選ぶ人にも選ばれる人にも

政
見
放
送
に
つ
い

て今
回
の
衆
議
院
議
院
総
選
挙
で

は
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
、
候

補
者
が
そ
の
政
見
を
放
送
し
ま
す

の
で
、
み
ん
な
で
よ
く
き
き
ま
し

ょ
う
。

テ
レ
ビ
選
挙

だ
ま
さ
れ
な
い
ご
用
心
ノ主

く
わ
し
い
乙
と
は
大
村
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
た
す
ね

下
さ
い
。

電
話
悉
号

三四

一
一
一

一八

O

不
在
者
投
票
の
活
用
を
」

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
り
、
投
票
所
に
行
っ
て

投
票
で
き
な
い
人
は
不
在
者
投
票

の
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
大
村
市
外
で
職
務
ま
た
は
業
務

に
従
事
中
で
あ
る
と
き
。

②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事

故
に
よ
り
大
村
市
外
に
旅
行
中
又

は
滞
在
中
の
と
き
。

@
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
老
衰
、

止

不
具
若
し
く
は
産
揮
に
あ
る
た
め

歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き

④
大
村
市
か
ら
他
市
町
村
に
転
出

し
た
人
又
は
転
出
予
定
の
人
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

子

衆
議
院
議
院
総
選
挙

十
二
月
七

日
か
ら
十
二
月
二
十
六
日
ま
で

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

十
二
月
十
七
日
か
ら
十
二
月
二

十
六
日
ま
で
。

τ 



昭和44年12月10日

歳
末
は
交
通
事
故

が
お
こ
り
易
い
グ

事
故
を
な
く
し
て
、
明
る
い
正
月
を

師
走
(
し
わ
す
)
は

一
年
の
し
め
く
く
り
の
月
で
、
な
に
か

と
せ
わ
し
く
、
人
や
車
の
動
き
も
は
げ
し
く
な
る
た
め
、
犯

罪
や
交
通
事
故
が
急
激
に
多
く
な
り
ま
す
。

警
察
で
は
十
二
月
一

O
日
か
ら
歳
末
特
別
警
戒
を
行
い
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
も
次
の
点
に
注
意
し
て
楽
し
い
正
月
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

-
飲
酒
運
転
は
命
と
り

酒
は
あ
な
た
を
酔
せ、

車
ま
で

酔
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

①
酒
を
の
ん
だ
ら

ハ
ン
ド
ル
を
に

ぎ
ら
な
い
。

②
酒
の
出
る
場
所
に
は
、
車
で
行

か
な
い
。

③
車
を
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
す

す
め
な
い
。

乙
の
三
つ
の
乙
と
は
、
車
を
運

転
す
る
人
は
勿
論
の
こ
と
、
周
囲

の
人
も
絶
対
に
守
り
ま
し
ょ
う
0

.
無
免
許
運
転
は
地
獄

え
の
近
道

年
末
、
年
始
に
は
、
車
の
利
用

が
多
く
な
り
、
運
転
者
が
不
足
が

ち
と
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
免
許
を
持
た
な
い
者
が
車
を

運
転
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
乙

と
は
重
大
事
故
の
も
と
と
な
り
ま

す。

おおむら市政だより(3) 

-
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
、
無
理
な
追
越
し
は

事
故
を
呼
ぶ

先
を
急
ぐ
か
ら
、
い
そ
が
し
い

か
ら
と
い
っ
て
速
度
を
出
し
過
ぎ

た
り
、
ー
無
理
な
追
越
し
を
す
る
乙

と
は
極
め
て
危
険
で
す
。
急
ぐ
と

き
は
急
ぐ
ほ
ど
出
発
を
早
目
に
し

て
、
途
中
は
で
き
る
だ
け
安
全
速

度
で
走
り
ま
し
ょ
う
。

φ
自
転
車
の
正
し
い
乗

り
方最

近
、
大
村
市
内
で
は
自
転
車

の
死
亡
重
傷
事
故
が
続
発
し
て
い

ま
す
。
(
十
一
月
中
に
三
人
死
亡
)

自
転
車
に
乗
る
場
合
は
、
次
の
乙

と
を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
左
側
端
を
一
列
に
進
行
す
る
こ

ム」。②
傘
さ
し
運
転
や
二
人
乗
り
は
し

な
い
こ
と
か

③
右
折
、
左
折
す
る
と
き
は
、
約

三
0
メ
ー
ト
ル
手
前
で
合
図
を

し
、
道
路
の
側
端
に
沿
っ
て
直
角

に
曲
る
乙
と
。

④
路
地
や
駐
車
々
両
等
の
陰
か
ら

車
道
に
と
び
出
さ
な
い
こ
と
。

⑤
後
部
反
射
鏡
は
必
ず
つ
け
、
よ

く
手
入
れ
を
し
て
お
く
乙
と
。

-
老
人
、
子
供
を
み
た

ら
ま
ず
徐
行

防
犯
に
も
ご
留
意
を

@
他
人
に
め
い
わ
く
を
か
け
な
い

よ
う
に

酔
ぱ
ら
つ
て
か
ら
の
暴
力
、
た

か
り
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
、
他
人

の
め
い
わ
く
に
な
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

⑤
子
供
を
非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ

，っ。
日
に
一
度
は
子
供
の
行
動
に
よ

く
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
い
そ
が

し
い
と
い
っ
て
放
任
し
て
お
く
の

歩
行
者
の
道
路
横
断
中
や
子
供

の
と
び
出
し
に
よ
る
被
害
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
(
十
一
月
中
に

六
件
発
生
し
内
一
名
死
亡
、
二
名

重
態
三
名
軽
傷
)
特
に
、
年
末
、

年
始
に
は
人
出
が
多
く
な
る
の

で
、
人
も
車
も
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

は
非
行
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

@
戸
締
り
を
忘
れ
ず
に

家
を
留
守
に
す
る
と
き
ゃ
、
お

や
す
み
前
に
は
戸
締
り
を
忘
れ
ず

k
i
-
-
:
・
。
ま
た
、
家
の
ま
わ
り

に
は
し
ど
や
踏
台
、
そ
の
他
泥
棒

の
足
場
に
な
り
や
す
い
物
を
お
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
ス
リ
に
ご
用
心

乗
り
物
や
人
混
み
の
中
で
は
ス

リ
が
あ
な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

外
側
の
ポ
ケ
ッ
ト
や
買
物
カ
ゴ
の

中
に
お
金
を
入
れ
る
の
は
狙
わ
れ

る
も
と
で
す
。
ハ
ン
ド
バ
ッ

ク
や

鞄
は
聞
き
口
を
内
側
に
し
て
、
し

っ
か
り
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

⑨
痴
漢
が
あ
な
た
を
狙

っ
て
い
ま
す
。

ど
婦
人
方
の
、

夜
道
の
一
人
歩

き
は
危
険
で
す
。
お
そ
く
な
っ
た

ら
遠
回
り
し
て
も
人
通
り
の
多
い

明
る
い
道
を
通
り
ま
し
ょ
ら
。

⑨
火
の
用
心

最
近
火
災
が
ひ
ん
発
し
て
お
り

ま
す
。
寒
く
な
る
と
、
火
が
恋
し

く
な
り
ま
す
。
特
に
火
に
は
注
意

し
て
火
災
を
起
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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年
末
ま
で
に
税
金
等
を

完
納
し
ま
し
ょ
う

市政だより

昭
和
四
十
四
年
も
あ
と
わ
ず
か

で
終
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
市

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
住
宅
使

用
料
、
清
掃
手
数
料
の
納
付
は、

も
う
お
す
み
に
な
り
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
。

未
納
の
分
が
あ
り
ま
し

た
ら
乙
の
際
早
く
完
納
し
て
さ
つ

ば
り
し
た
新
ら
し
い
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

『
本
月
は
固
定
資
産
税
四
期
分
、

住
宅
使
用
料
十
二
月
分
、

清
掃

手
数
料
三
期
分
の
納
期
で
す
』

期
限
ま
で
に

指
定
金
融
機
関

等
、
市
役
所
又
は
出
張
所
に
納

め
て
下
さ
い
。

の
要
領
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び

家
屋
以
外
の
資
産
で
、
事
業
の
用

に
供
す
る
乙
と
の
で
き
る
資
産
。

ま
た
、
自
己
使
用
の
も
の
ば
か
り

で
な
く
他
人
に
貸
し
て
い
る
も
の

も
含
み
ま
す
。

付
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

資
産

刊
構
築
物
(
煙
突
、
軌
条
、
貯

水
池
、
水
槽
な
ど
)

刷

機
械
お
よ
び
諸
装
置

け

客

船

、
運
撮
船
、
漁
船

肘

航

空

機

同

車

輔

お
よ
び
運
扱
具
(
大
型

特
殊
自
動
車
、
手
押
車
な
ど
)

付
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品

例
遊
休
、
未
稼
動
の
資
産
、
簿

外
資
産

伺

申

告

書
提
出
先
課
税
課

同
申
告
期
限
昭
和
四
十
五
年

一
月
二
十
日

な
お
、
申
告
用
紙
は
課
税
課
ま

た
は
各
出
張
所
に
準
備
し
て
お
り

ま
す
。
申
告
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
乙
と
は
課
税
課
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
時
期

で
す

償
却
資
産
の
所
有
者
は
毎
年
一

月

一
日
現
在
で
、
そ
の
資
産
に
つ

い
て
市
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
/の

県
援
護
課
で
は
、
旧
軍
人
軍
属

で、

法
人
お
よ
び
個
人
で
償
却
資
〆J

の
思
給
、
扶
助
料
、
戦
傷
病
者
、

産
を
も
っ
て
お
ら
れ
?
な
方
は
、
次
戦
没
者
遺
族
、
引
揚
者
特
別
交
付

援
護
事
務
の
巡
回
相
談

金
な
ど
の
援
護
事
務
に
つ
い
て
巡

回
相
談
を
つ
ぎ
の
と
お
り
お
こ
な

い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
権
利
を
有
し
な
が

ら
一未
請
求
の
た
め
時
効
と
な
る
こ

と
が
な
い
よ
う
遠
慮
な
く
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一

V
日
時
十
二
月
十
六
日
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

V
場
所
市
役
所
大
会
議
室

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
支
給
制

度
の
一
部
改
正

昭
和
十
六
年
十
二

i

月
八
日
以
後

戦
争
公
務
に
よ
り
死
亡
し
た
旧
軍

人
、
軍
族
の
遺
族
で
弔
慰
金
の
支

給
を
・
つ
け
た
者
が
死
亡
し
、
昭
和

四
十
年
四
月
一
日
現
在
に
同
一
戦

没
者
に
よ
る
公
務
扶
助
料
ま
た
は

遺
族
年
金
等
を
う
け
る
も
の
が
な

い
遺
族
に
戦
没
者
の
死
亡
当
時
生

計
維
持
、，
生
詐
同
↓
で
あ
っ
た
父

母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の

順
序
に
よ
る
先
順
位
者
に
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
乙
れ
が
改
正
に
な

り、

戦
没
者
と
生
計
維
持
、
生
計

同
一
の
要
件
に
該
当
し
な
く
と
も

前
記
の
遺
族
の
順
位
に
よ
る
先
順

位
者
に
対
し
て
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
る
乙
と
花
な
り
ま
し
士
。

該
当
忘
れ
る
方
ま
た
は
く
わ
し
く

お
た
ず
ね
に
な
り
た
い
方
は
社
会

課
に
お
い
で
下
さ
い
。

‘

戦
没
者
の
父
母
等
に
対

す
る
特
別
給
付
金
支
給

'

制
度
の
一
部
改
正

昭
和
寸
二
年
七
月
七
日
以
後
に

死
亡
し
た
戦
没
者
の
父
母
又
は
祖

父
母
で
、
戦
没
者
の
死
亡
当
時
戦

没
者
以
外
に
子
も
孫
も
な
か
っ
た

者
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る

と
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
乙

れ
が
改
正
に
な
り
、

戦
没
当
時
戦

没
者
以
外
に
子
又
は
孫
が
あ
っ

て

も
そ
の
者
が
す
持
て
父
母
又
は
祖

父
母
ど
t

司氏
を
異
に
し
て
お
り
」

そ
の
後
昭
和
四
十
四
年
九
月
三
十

日
に
至
る
ま
で
氏
を
同
じ
く
す
る

子
も
孫
も
生
じ
な
か
っ
た
者
に
は

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

該
当
さ
れ
る
方

は
社
会
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

⑫

「氏
を
異
に

L
て
お
り
」

と
は
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
氏
を

改
め
て
い
る
場
合
ま
た
は
、
父
母

の
直
系
血
族
以
外
の
者
の
養
子
と

な
っ
て
い
る
場
合
で
す
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

V
市
内
野
田
郷
九
、
岸
川
君
子
さ

ん
は
亡
父
岸
川
渡
さ
ん
の
忌
明
に

V
市
内
古
町
五
八
九
、
田
中
玉
子

さ
ん
は
亡
夫
田
中
実
男
さ
ん
の
忌

明
に

V
市
内
辻
田
町
五
一

二
、
山
本
義

美
さ
ん
は
亡
父
山
本
貞
義
さ
ん
の

忌
明
に
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
事
業

費
と
し
て
金

一
封
を
市
善
意
銀
行

に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

V
市
内
大
村
駅
前
、

松
早
石
油
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
チ
i
ム
一
同
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
祝
金
を
社
会

福
祉
事
業
費
に
と
市
善
意
銀
行
に

寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

年
末
の
一
斉
大
掃
除
を

行
な
い
ま
し
ょ
う

刊μ
月
白
日
よ
り
四
月
幻
日
ま
で

を
年
末
市
内
一

斉
大
掃
除
期
聞
に

定
め
ま
し
た
。
期
間
中
の
適
当
な

日
を
選
び
各
町
内
ご
と
に
一
斉
に

実
施
さ
れ
石
ょ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。具

体
的
な
実
施
要
領
は
、
各
町

務
連
絡
員
さ
ん
に
送
付
し
て
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
大
掃
除
は
、
と

く
に
、

各
家
庭
の
整
理
整
頓
と
不

用
品
の
整
理
を
重
点
的
に
行
な
つ

で
下
さ
い
。

年
末
は
各
家
庭
で
大
量
の
廃
品

や
ゴ
ミ
が
出
る
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
空
地
や
河
川
に
こ
れ
ら

の
も
の
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

こ
れ
ら
の
ゴ

ミ
は
、
各
町
内
で

掃
除
日
と
、
集
積
所
を
定
め
、
ま

と
め
て
出
す
よ
う
計
画
し
て
事
前

に
衛
生
課
え
ど
連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
年
末
の
ゴ
ミ
収
集
業
務

は
、
刊
μ
月
印
日
ま
で
行
な
い
、
新

年
は
、

1
月
5
日
か
ら
始
め
ま
す

が
、
こ
の
間
ゴ
ミ
が
散
乱
し
な
い

よ
う
ど
協
力
願
い
ま
す。

年
末
が
迫
り
ま
す
と
、
お
互
い

が
気
ぜ
わ
し
く
な
り
ま
す
の
で
、

一
斉
大
掃
除
は
必
ず
指
定
し
た
期

間
中
に
終
了
す
る
よ
う
ど
協
力
下

大』い。
交
通
事
故
の
巡
回
相
談

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
十
二

月
の
事
故
相
談
を
つ
ぎ
の
と
お
り

お
乙
な
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
一
専
門
の
相
談
員
が

応
じ
ま
す
の
で、

交
通
事
故
で
お

乙
ま
り
の
方
は
ど
遠
慮
な
く
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
日
時
十
二
月
二
十
三
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

※
場
所

市
役
所
大
会
議
室


